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図５： コピーペーストの際に付加される引用情報 
 
文書の引用箇所、引用元などの情報を文書と共にローカ
ルに管理するためには、そのファイルの中に引用情報を埋
め込まなければならない。コンピュータを用いて作成され
る文章中への引用は主としてコピー・ペーストによって行
われると考えられるので、コピーペーストの際に、元のデ
ータが何であったのか、そのデータのどこからの引用であ
るのか、元データの著者などに関する様々な情報を自動的
に記録することにする。コピーペースト機能は通常、OS
レベルで行われると考えられるので、OS 自体をこうした
引用情報付加システムとして再構築する必要がある。 
このような引用情報は表に見えない情報として、文章に
付加されることになり、文書以外のデータが大きなものに
なるが、現在のワープロで作成したファイルにも各種の情
報が付加されていることを考えれば、現在でも行われてい
ることと大きな違いは無いはずである。 
もちろん、単純なテキストファイルにはそうした情報を
付加することが出来ないが、そのような情報の信頼性につ
いては、受け取る側が「信頼性情報の無い文章」として扱
いを考えればよい。 
 
ところで、こうしたローカルベースでの文章書き込み編
集の際の引用情報や、引用もとの著者の信頼性情報などは、
改ざんされてはならない。従ってこの機能は、OS の管理レ
ベルで行われるようにする必要があり、ユーザレベルでは
改ざんできないようにする必要がある。もちろん、そうし
たデータであっても、改ざんすることは不可能ではないが、
改ざんされた場合にはそれが分かるように、暗号化機能や
透かし機能などを取り入れることが必要となるであろう。 
 
３－３．ネット上への文章の発信の際の情報付加 
こうして作成された文章がネット上に公開されるもの
になるのであれば、引用情報もあわせて公開されることが
望ましい。そのためには、今までのように、ネット上への
文章書き込みが単なる文字データとして書き込まれるの
ではなく、引用情報、信頼度情報などと共に書き込まれる
ような仕組みを考えなければならない。 
そうなれば、その対応は、ローカルなコンピュータと、
サーバコンピュータの両側で行わなければならないことに
なる。これは OS として実現しなくても、ファイル転送ツー
ルあるいはネットコミュニケーションシステムの機能とし
て実現可能であると考えられるが、信頼性情報の改ざんを
防ぐためにも、OS レベルでの対応の検討が必要である。 
その場で直接書き込んだものに関しては、引用情報が付
加されないが、それはその時点で、「オリジナル情報」と
みなす。信頼性は書いた人の信頼性に依存する。 
 
３－４．今後の研究開発の展望 
本論で考察したシステムは、２つの方向性を持っている。
一つは、ツイッターシステムにとって代わる信頼性を確認
できるコミュニケーションシステムの構築であり、そのた
めには、主としてサーバサイドでのシステム構築が必要と
される。もう一つは、引用関係を明確化した知識集積型の
文書編集を可能とするＯＳの構築であり、これは主として
クライアント側のシステムである。そしてこの両者が密接
に結びついた形での開発が必要とされる。 
開発にあたっては、まず、どのようなシステムとするこ
とが望ましいかの要求仕様をまとめ、サーバ側では、ネッ
トコミュニケーションにおける引用関係を明確化し、容易
に参照できるようにしたシステムの構築を行い、クライア
ント側では、文書引用関係を明確化し、自動的に文書中に
埋め込むことのできるようなＯＳの構築を行う。 
試験的に構築されたシステムを、限定された（しかし、
各種の年齢・職業・思想などの人に参加してもらう）環境
下で運用し、問題点を洗い出して、改良を重ね、次第に運
用範囲を広めていくこととする。上記で提案したようなシ
ステムの実現のためには、OS レベルでのパーソナルコンピ
ュータの置き換えが必要であり、サーバにもその対応が必
要とされることから、一度に全体に普及させることは困難
である。実験システムの構築運用に始まり、OS レベルでの
置き換えが必要とされることから、普及までは、１０年単
位の時間が必要であると思われる。また、全てのコンピュ
ータへの実装を義務化するわけには行かないので、置き換
えによるメリットがどこにあるのかを広く知らせ、自主的
なシステム置き換えを普及させることも必要となるだろう。 
 
４．まとめ 
ここで考察してきたようなシステムの構築のためには、
情報科学、情報処理の専門家だけではなく、広く多岐にわ
たる分野の研究者の協力が必要である。 
このシステムは、いまや、ネットやツイッターがインフ
ラとして生活に大きな影響を持っているのと同様に、社会
的に重要な役割を持ったものになると考えられる。ここで
考察したものは、機能や使用法、リテラシーが不十分なま
ま世界に広まってしまったツイッターに取って代わる新
しいコミュニケーションツールであり、知識集積システム
である。その開発は、単に便利なものを作るという次元で
